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自
動
車
安
全
特
別
会
計
関
係

改
正
法
に
よ
り
、
社
会
資
本
整
備
事
業
特
別
会
計
が

廃
止
さ
れ
、
空
港
整
備
事
業
等
に
関
す
る
経
理
を
平
成

二
六
年
四
月
一
日
か
ら
借
入
金
償
還
年
度
の
末
日
ま
で

の
間
、
自
動
車
安
全
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
こ
と
と

な
る
こ
と
に
伴
い
、
政
令
委
任
事
項
を
規
定
し
、
所
要

の
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。（
特
別
会
計
に
関
す

る
法
律
施
行
令
改
正
後
附
則
第
八
九
条
の
二
〜
第
八
九

条
の
八
関
係
）

７

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。
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◇
公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師

の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
（
政
令
第
九
三
号
）（
文
部
科
学
省
）

１

休
業
補
償
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
補
償
基
礎

額
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
伴
う
所
要
の
改

正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
政
令
第
九
四
号
）（
文
部
科
学
省
）

１

公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能
の

強
化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
二
四
年
法
律
第
六
二
号
）
の
一
部
の
施
行

に
伴
い
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
令
に
つ
い
て

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
農
業
の
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る

政
令
（
政
令
第
九
五
号
）（
農
林
水
産
省
）

１

青
年
等
の
就
農
促
進
の
た
め
の
資
金
の
貸
付
け
等
に

関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
廃
止

青
年
等
の
就
農
促
進
の
た
め
の
資
金
の
貸
付
け
等
に

関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
は
、
廃
止
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
条
関
係
）

２

関
係
政
令
の
整
備

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
施
行
令
そ
の
他
の
関
係

政
令
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し

た
。（
第
二
条
〜
第
一
四
条
関
係
）

３

経
過
措
置

農
業
の
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
以

下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）に
よ
る
改
正
後
の
農
地
法
に

基
づ
き
義
務
付
け
ら
れ
る
農
地
台
帳
等
の
作
成
又
は
公

表
に
つ
い
て
、
改
正
法
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
七
年

三
月
三
一
日
ま
で
の
間
は
、
作
成
又
は
公
表
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
、
所
要
の
読
替
規
定
を
設
け
る
こ

と
と
し
た
。（
第
一
五
条
関
係
）

４

施
行
期
日
等

^

そ
の
他
所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
し

た
。（
附
則
第
二
条
〜
第
七
条
関
係
）

_

こ
の
政
令
は
、
改
正
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
六

年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令（
政
令
第
九
六
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改

正
前
の
老
人
保
健
法
の
規
定
に
よ
る
医
療
等
に
要
し
た

費
用
に
係
る
保
険
者
の
負
担
に
つ
い
て
、
所
要
の
規
定

の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
国
民
年
金
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令（
政
令
第
九
七
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能
の

強
化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
以
下
「
年
金
機
能
強
化
法
」
と
い
う
。）の
施
行

の
際
現
に
年
金
機
能
強
化
法
に
よ
る
改
正
前
の
厚
生
年

金
保
険
法
（
以
下
「
改
正
前
厚
年
法
」
と
い
う
。）に
よ

り
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
夫
に
対
す
る
遺
族
厚
生
年

金
に
つ
い
て
は
、
改
正
前
厚
年
法
の
規
定
は
、
な
お
そ

の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
項
関
係
）

２

１
の
場
合
に
お
い
て
、
夫
の
遺
族
厚
生
年
金
の
支
給

が
停
止
さ
れ
て
い
る
間
は
、
子
に
対
す
る
遺
族
厚
生
年

金
の
支
給
は
停
止
し
な
い
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
三
項

関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る

政
令
（
政
令
第
九
八
号
）（
内
閣
府
本
府
）

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
五
年
法
律
第
一
〇
七

号
）附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
期
日
は
、

平
成
二
六
年
四
月
一
日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
令
（
政
令
第
九
九
号
）（
内

閣
府
本
府
）

１

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第

七
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
方
法
は
、
公
募
と
し
、

特
定
事
業
を
実
施
す
る
と
見
込
ま
れ
る
者
の
数
が
公
募

を
行
う
必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
程
度
に
少
数
で
あ

る
と
き
等
に
お
い
て
は
、
公
募
を
し
な
い
で
国
家
戦
略

特
別
区
域
会
議
の
構
成
員
と
し
て
加
え
る
者
を
選
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
等
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一

条
関
係
）

２

法
第
一
〇
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
構
造
改
革
特
別

区
域
法
第
四
章
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
構

造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
令
の
規
定
の
適
用
に
関
す
る

読
替
え
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関

係
）

３

法
第
一
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
要
件
と
し

て
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
外
国
人
滞
在
施
設
経
営
事
業

の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
っ
て
賃
貸
借
契
約
及
び
こ
れ

に
付
随
す
る
契
約
に
基
づ
き
使
用
さ
せ
る
も
の
の
所
在

地
が
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
あ
る
こ
と
等
を
定
め
る
こ

と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

４

法
第
一
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
申
請
は
、
国

家
戦
略
特
別
区
域
高
度
医
療
提
供
事
業
に
係
る
必
要
な

病
床
を
含
む
医
療
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
病

院
の
開
設
の
許
可
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
病
院
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変

更
の
許
可
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
所
の

病
床
の
設
置
の
許
可
若
し
く
は
診
療
所
の
病
床
数
の
増

加
の
許
可
の
申
請
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
関

係
）

５

法
第
一
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
施
設
等
と
し

て
、
広
告
塔
又
は
看
板
で
良
好
な
景
観
の
形
成
又
は
風

致
の
維
持
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
定
め
る

こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
関
係
）

６

法
第
一
七
条
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
基
準

は
、
５
に
掲
げ
る
施
設
等
に
つ
い
て
、
道
路
の
構
造
か

ら
み
て
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
著
し
い
支
障
の
な
い

場
合
を
除
き
、
当
該
施
設
等
を
設
け
た
と
き
に
歩
行
者

等
が
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
の
一
方
の
側
の
幅

員
が
、
道
路
構
造
令
に
規
定
す
る
歩
道
等
の
幅
員
を
確

保
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
等
と
し
た
。（
第
六
条
関
係
）

７

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
法
第
二
〇
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
事
業
計
画
等
を
公
衆

の
縦
覧
に
供
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

縦
覧
の
開
始
の
日
、
縦
覧
の
場
所
及
び
縦
覧
の
時
間
を

公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
関

係
）

８

法
第
二
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
あ
っ
た
も
の
と

み
な
さ
れ
る
認
可
又
は
承
認
は
、
国
家
戦
略
都
市
計
画

施
設
整
備
事
業
の
実
施
主
体
ご
と
に
、
当
該
実
施
主
体

が
都
市
計
画
事
業
を
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て
受
け
る

こ
と
と
な
る
認
可
又
は
承
認
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第

八
条
関
係
）

９

７
の
規
定
は
、
法
第
二
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

同
項
に
規
定
す
る
事
業
計
画
等
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
九
条
関
係
）

10

こ
の
政
令
は
、
法
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規

定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
六
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
平
成
二
十
六
年
度
に
お
け
る
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に

関
す
る
法
律
に
よ
る
前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
前
期
高

齢
者
納
付
金
の
額
の
算
定
に
係
る
率
及
び
割
合
を
定
め

る
政
令
（
政
令
第
一
〇
〇
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

調
整
対
象
給
付
費
見
込
額
に
係
る
率

前
期
高
齢
者
給
付
費
等
が
著
し
く
高
い
保
険
者
に
つ

い
て
前
期
高
齢
者
加
入
率
に
よ
る
調
整
の
対
象
か
ら
除

外
す
る
部
分
を
算
定
す
る
際
の
基
準
と
な
る
率
を
一
〇

〇
分
の
一
五
二
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

前
期
高
齢
者
加
入
率
の
下
限
割
合

前
期
高
齢
者
加
入
率
が
全
国
平
均
よ
り
も
著
し
く
低

い
保
険
者
の
前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
前
期
高
齢
者
納

付
金
の
算
定
に
係
る
前
期
高
齢
者
加
入
率
の
下
限
と
な

る
割
合
を
一
〇
〇
分
の
一
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二

条
関
係
）

３

負
担
調
整
基
準
率

前
期
高
齢
者
納
付
金
の
額
の
算
定
に
係
る
負
担
調
整

に
関
し
、
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
実
質
的
負
担
額
が
法

定
給
付
費
や
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
各
保
険
者
の
義
務

的
支
出
の
合
計
額
に
比
し
て
著
し
く
過
大
と
な
る
部
分

を
算
定
す
る
際
の
基
準
と
な
る
率
を
、
一
〇
〇
分
の
五

〇
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

４

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

›
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